
第 11 回 日本防護服研究会 学術総会 
 

 

第1部 防護服に関する国際規格と国内の動向 

WG1 防護服の一般特性 

WG2 熱と炎に対する防護服 

WG3 化学物質に対する防護服 

WG5 機械的作用に対する防護服 

WG6 生物学的危険物質に対する防護服 

APCC 2013 報告 

WG1幹事 アゼアス(株) 鈴木 裕生 

WG2幹事 (一財)カケンテストセンター 三橋 卓也 

WG3幹事 アゼアス(株) 鈴木 裕生 

WG5幹事 東レ・デュポン(株) 中村 英夫 

WG6幹事 (株)重松製作所 稻井 巡 

(一財)カケンテストセンター 辻 創 

SC14 カナダ エドモントン会議 

1. 「全体報告」 

2. 「WG4 有害危険物質（HAZMAT）対応チーム用 

防護装備に関する会議報告」 

 

第2部 防護服分野に関する調査研究 成果報告 

「ISO 17491-4  8.2項に関するPWIについて」 

 

帝国繊維（株） 園部 修 

 

アゼアス（株） 熊谷 慎介 

 

 

(株)重松製作所 稻井 巡 

「防護服素材の一般衣料・資材への適用 

～パラ系アラミド繊維Kevlar®混テキスタイル商品の開発～」 

東レ・デュポン(株) 原 健太郎 

 

特別講演1 

「防護服着用時の暑熱負担軽減方策」 

(独)労働安全衛生総合研究所 国際情報・研究振興センター センター長 澤田 晋一 

 

特別講演2 

「グローバル市場アクセスの為に国際標準化を利用する」 

ソニー(株) プロフェッショナル・ソリューション事業本部 

FｅｌｉCa事業部 事業戦略部 高山 佳久 

 

特別講演3 

「化学兵器禁止機関（OPCW）の活動について」 

元OPCW事務局査察局運用計画部長 城西大学薬学部事務長 浦野 重之 

 


